
鳥取河川国道事務所の取組事例

国資料１
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■課題対応：Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｇ、Ｈ、Ｑ
■目標時期：R2～ 定期的に実施

８ タイムラインの時系列に基づく実践的な訓練の実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 第13回千代川水害タイムライン検討会において、情報伝達訓練を実施（令和6年度）

情報伝達訓練の実施

出典：第13回千代川水害タイムライン検討会資料

継続



■課題対応：Ｆ、Ｇ
■目標時期：継続実施

39 地域住民等を対象としたマイ・タイムライン作成出前講座の実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 出前講座を実施（令和3年度）
 鳥取市マイ・タイムラインを活用したワークショップを開催（令和3年度）

 防災アプリにマイ・タイムライン作成のための予算措置（令和6年度）

地域住民を対象とした出前講座 鳥取市マイ・タイムラインを活用したワークショップの開催

・ 令和６年久松小学校、富桑小学校で出前講座にて講習

令和2年度の実績（第9回協議会資料）
・美保南地区（R2.7.25）
・松保地区（R2.9.18）
・就労支援事務所（R2.10.21）
・矢原地区（R2.11.6）

出典：第9回・第11回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続



■課題対応：Ａ、Ｂ
■目標時期：R3～R7

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

48 出水期前にホットラインの構築状況、タイミングを確認

【千代川水系】
 風水害訓練でホットラインの訓練を実施

ホットラインのタイミング等の 確認

(省略)

出典：第10回千代川水害タイムライン検討会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続



流域治水の取組事例の紹介
道路排水（高架下）の雨水貯留タンク設置

・所 在 地 ：鳥取県鳥取市宮長
・設置位置 ：国道29号吉成高架橋高架下

・貯留タンク種類 ：地上式雨水貯留タンク
・貯留タンク構造 ：タンク式
・貯留タンク材料 ：ポリエチレン製

【位置図】

国道29号
吉成高架橋

令和7年3月22日に、流域内の関係者が協働して
流域治水を推進するための新しい取り組みとして、
鳥取河川国道事務所が管理する国道２９号高架下の
未使用地に雨水貯留タンクを設置し、道路排水を
一時的に貯留させ河川への流出ピークを遅らせる
取り組みを実施



第３期の取組方針策定に向けた今年度の予定



第2期の取りまとめ・第３期の取組策定の検討材料

資料

資料① 資料② 資料③ 資料④ 資料⑤

各取組項目の
進捗管理表

(令和６年度の取組）

第３期の策定に
向けた各取組項目の

整理表

第２期の取組に
関する

取りまとめ資料

到達レベルに応じた
質的評価

住民を対象とした
水防災意識
アンケート調査

目的
毎年の取組進捗状況の

調査

第３期の策定に向けた、
各機関の現状と
目標の整理

第2期の取組状況の
振り返り、および共有

本質的な成果の
取りまとめ

住民目線による
取組効果の現状評価

内容
令和6年度時点における
実施状況と、実施内容を
記入

• 担当部署
• 第２期の実施事項と令和
７年度末時点の見通し
• 第３期に実施する項目
を記入
※資料④⑤も活用

第2期の各取組項目の実
施状況をPPT1枚ずつに
まとめる
※資料④⑤も活用

進捗管理表や会議資料か
ら第1期、第2期の取組実
績を整理し、取組状況を5
段階の到達レベルで質的
評価を行う

浸水想定区域内の住民に
対し、水防災意識のアン
ケート調査を実施する

期限
令和7年６月 令和7年10月

（意見交換会②）
令和7年10月
（意見交換会②）

令和7年7月末（仮）
意見交換会①で提示
※②③の取りまとめの材

料とする

令和7年7月末（仮）

状況
※今後関係機関に依頼
予定

※令和6年12月の担当
者会議で関係機関に依頼
済

※令和6年12月の担当
者会議で関係機関に依頼
済

※今後実施予定
（令和7年6月～7月）

※今後実施予定
（令和7年6月～7月）

1

協議会構成員の皆様に作成をお願いしたい資料 事務局作成資料

毎年実施 昨年度依頼済 今年度新規実施

• 第2期の取りまとめ、および第3期の取組策定に向けて、下表の資料①～③の作成をお願いいたします。

• 資料②③の作成にあたり、事務局で新たに実施する④到達レベルに応じた質的評価、⑤住民目線による取組
効果の現状評価 の資料もご活用いただけるよう、準備を進めてまいります。



協議会構成員の皆様の実施事項

6

資料①：各取組項目の進捗管理表（令和６年度の取組）

Step0：令和6年度の取組に対する自己評価

資料②：第３期の策定に向けた各取組項目の整理表
資料③：第２期の取組に関する取りまとめ資料

Step1-1：第2期の取組に対する自己評価
資料④：到達レベルに応じた質的評価
資料⑤：住民を対象とした水防災意識アンケート調査

Step1-2：事務局・住民による客観的な評価

県や市の総合計画や国土強靭化計画等、各種関連
計画の目標を調査し、具体目標の参考とする。

Step1-3：関連計画の調査

事務局実施事項

第２期の取組評価と目標の差を分析し、課題を抽出する

Step2：現時点における課題抽出

第2期までの取組項目の継続性を確保しつつ、抽出した課題を解決する次期取組項目を設定し、関連計画との整合性も
図りながら、具体目標を設定する。

Step3：第３期の具体目標の設定

第2期の取りまとめ・第３期の取組策定に向けた検討ステップ

共同実施事項

客観的評価を
②③に反映
客観的評価を
②③に反映



11月～
3月

第2期の取りまとめ・第３期の取組策定に向けたスケジュール

10月
8月～
9月

７月6月５月 5月4月

7

令和7年度 令和8年度

資料作成

取りまとめ

資料①
各取組項目の
進捗管理表

取りまとめ

構成員担当

事務局担当

構成員担当

事務局担当

関連計画の調査

資料②
第３期の策定に向けた
各取組項目の整理表

資料③
第２期の取組に関する
取りまとめ資料

資料④
到達レベルに応じた
質的評価

資料⑤
水防災意識調査
アンケート（住民向け）

資料作成

アンケート調査・資料作成

客観的評価を
資料②③に反映
客観的評価を
資料②③に反映

 令和6年度の取組状況
を共有

 第3期の方向性確認

 令和6年度の取組状況
を共有

 第3期の方向性確認

 第2期の取組成果について
客観的評価の共有

 第3期に向けた課題の共有

 第2期の取組成果について
客観的評価の共有

 第3期に向けた課題の共有

 第3期の取組方針・
取組事項の具体案
の提示、意見照会

 第3期の取組方針・
取組事項の具体案
の提示、意見照会

 第3期の取組
方針の説明、
承認

 第3期の取組
方針の説明、
承認

 減災協の経緯確認

 第3期に向けた
実施方針共有

 減災協の経緯確認

 第3期に向けた
実施方針共有実施事項

幹事会
（本日）

担当者勉強会 本協議会 幹事会意見交換会① 意見交換会②

第3期の取組方針
策定に係る 第3期の

取組方針・取組
事項検討

第3期の
取組方針・取組
事項の修正



現在のフォローアップ調査形式

質的評価

取組状況を以下の4段階で評価している。

「未実施」のレベルを2段階、「実施中」のレベルを2段階に分け、「継続」 「完了」の意味を
再定義することで、正確に評価する。

課題
 目標に対する実施状況が確認できず、課題の把握ができていない。（例：「未実施」の取組項目がなぜ未実施なのか分か

らない）

 継続・完了している取組の中で、取組深度化を図っている好事例が埋もれてしまっている可能性がある。

 流域内の取組状況の正確性が向上するとともに、目標と取組の現在値を評価することで、第３期における
取組の継続・完了・新規取組策定の判断につながる。

レベル0

実施していない
（実施未定）

レベル1

実施していない
（実施予定あり）

レベル2

実施中
（第2期の目標を

達成困難）

×
未実施

○
実施中

◆
継続

●
完了

「◆継続」「●完了」の定義を見直し

資料④到達レベルに応じた質的評価による取組評価

「×未実施」のレベルをさらに2段階へ

レベル4

定期的に実施
(PDCAサイクルで
実施内容に更新が

必要なもの）

レベル5
目標を達成済み

定期的に実施
（機械的に実施するもの）

↓
取組目標から削除

8

第2期の取組を質的に評価することで、第２期の取りまとめと、第3期の取組の継続・完了・新規取組策定の
判断に活用します。

レベル3

実施中
（第2期の目標を

達成予定）

「○継続中」のレベルをさらに2段階へ



第2期の取組効果を、アンケートを通じて住民目線で評価することで、第２期の取りまとめと、
第3期の取組の継続・完了・新規取組策定の判断に活用します。

 アンケート方法：Webモニターアンケート

 実施期間：令和7年6月～7月（予定）

 アンケート調査項目及び設問は、減災対策協議会での取組内容と対応して設定
（具体の内容については、実施前にお知らせします）

資料⑤住民を対象とした水防災意識アンケート調査

9

ねらい設問項目（案）

ハザードマップや浸水実績の周知等の取組進捗を評価水害リスクの認知度

水害への備えとして正しい知識を持っているかを問い、
防災教育の促進に係る取組の進捗を評価

水害への備えに
関する理解度

マイ・タイムラインの作成や避難訓練への参加等の
取組進捗を評価

取組の認知度、実施状況

「ハザードマップの改良、周知、活用」や「浸水実績等の周知」に関する取組項目は、全機関が一度は
実施しているものの、実際に住民に伝わっているかは不明。

⇒ハザードマップ・浸水実績に関する認知度を調査し、取組方法の見直し・改良を行う

活用事例

アンケートにより認知度を調査 住民目線による取組効果の評価を分析 取組方法の見直し・改良



千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

取組事項の事例集

令和７年５月



県

1

■課題対応：全項目
■目標時期：H28年

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

想定最大規模降雨による浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表１

【千代川水系】
 千代川水系（千代川・新袋川・袋川・八東川）において、想定最大規模降雨の浸水想定
区域図を公表（令和2年度）

 県管理河川の想定最大規模降雨の浸水想定区域図を公表（平成30年度）

国・県管理河川における想定最大規模降雨の浸水想定区域図を公表国

国管理河川 県管理河川

出典：千代川水系洪水浸水想定区域図（鳥取河川国道事務所HP） 出典：洪水浸水想定区域図（鳥取県HP）

完了



2

想定最大規模降雨による浸水想定区域図に基づくハザードマップ
（総合防災マップ）の作成・周知

■課題対応：全項目
■目標時期：H28～29 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 令和３年５月の災害対策基本法一部改正に伴い、避難情報の名称などが変更になった
ことを受け、令和２年に作成した「鳥取市総合防災マップ」（2020年度版）を更新。

 配布時期：令和４年度 ※各戸配布は実施しない。
 浸水想定図は、出前講座の説明で活用。（令和5年度）

２

市 鳥取市総合防災マップの公表

出典：鳥取市総合防災マップ（鳥取市HP）

継続



3

■課題対応：Ｊ、Ｋ、Ｌ
■目標時期：H29～R7

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

想定最大規模降雨による浸水想定区域図における避難場所の検討３

市

【千代川水系】
 浸水想定区域内の指定避難場所（屋内）の適用性を見直し

指定緊急避難場所（屋内）の適用性について

出典：指定緊急避難場所一覧表（鳥取市HP）

完了



4

■課題対応：Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅ、Ｆ、Ｋ
■目標時期：R2～R7

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

想定最大規模降雨による浸水想定区域図に基づく避難対応の検討４

【千代川水系】
 危険度分布とリスク情報を重ね合わせて表示し、キキクルの提供開始

土砂・浸水・洪水キキクルの提供（危険度分布とリスク情報の重ね合わせ）気

出典：洪水キキクル（気象庁HP）

鳥取市・鳥取県

実施中
気象台・鳥取河川

完了



5

■課題対応：Ｍ、Ｎ、Ｏ、Ｐ、Ｑ、Ｒ
■目標時期：R2～R7

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

広域避難計画、垂直避難等を反映した避難誘導体制の検討５

【全国事例】
 全国の協議会等において、水害からの広域避難に関する検討が実施

近年の水害における広域避難の実績
（広域避難対応を通じて得られた知見）

■令和元年東日本台風
（利根川中流域）
・広域避難計画は作成途上であり、具体的な基準作成には至っていなかった
ものの、長年にわたり広域避難の検討を積み重ねた成果として、各自治体
が広域避難を実施することができた。
・広域避難を共同検討するタイミングで、すでに各市町が避難所開設、住民対
応等に追われている状況であった。
・多くの人が避難行動を行ったことから、一部で道路の渋滞や混雑が見られた。
・暴風雨により広域避難が困難な状況にあったり、夜間の移動となったケース
もあった。

（荒川下流域）
・鉄道計画運休の定着により、想定されていたタイミングでの広域避難開始で
は、移動手段の確保が困難な状況であった。
・同24時間前での広域避難開始との想定に対し、18時間前から計画運休が実
施され、仮に広域避難を実施することとなった場合、移動手段が確保されな
いおそれがあった。
・広域での被災が予測される場合、避難先を示すことが困難であった。
・広域避難先について検討中であったが、事前に受け入れ先を決めていても、
広域での被災が予測される場合は、受け入れ先の自治体でも住民避難が
見込まれ、避難先として示すことが困難となることが予想される。
・事態の想定などに見直しが必要となるなど課題はあるが、事前に広域避難
計画を策定していたからこそ、実際の雨量に照らし合わせた判断ができた。

取組事例（利根川中流4県境広域避難協議会）

出典：水害からの広域避難 事例集（内閣府（防災担当））

実施中



市

6

■課題対応：Ａ、Ｃ、Ｅ
■目標時期：H28～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

避難指示の発令に着目したタイムラインの見直し６

【千代川水系】
 千代川におけるタイムラインを作成（平成31年）
 野坂川・大路川において、避難情報の発令に着目したタイムラインを作成（平成29年）
 水防機材の事前設置等について、建設業協会等と調整したことなどから、関係機関に
よる具体的な水防活動のタイミングを加える改良を実施（令和2年）

避難情報の発令に着目したタイムライン（大路川）県避難情報の発令に着目したタイムライン（千代川）気 国

出典：第6回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP） 出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続
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■課題対応：Ｇ、Ｈ
■目標時期：H29～ 定期的に実施

住民、福祉施設入所者等の避難行動要支援者、道路・交通管理者、
民間企業、マスコミ、ダム管理者等と連携したタイムラインの運用

７

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 台風第7号および局所的豪雨を要因としてタイムラインを発動（令和5年度）
 台風第10号の接近予想を要因としてタイムラインを発動（令和6年度）

令和5年度 台風第7号および局所的豪雨を要因としたタイムラインの発動状況国県 気

出典：第12回千代川水害タイムライン検討会資料

継続
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■課題対応：Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｇ、Ｈ、Ｑ
■目標時期：R2～ 定期的に実施

タイムラインの時系列に基づく実践的な訓練の実施８

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 第13回千代川水害タイムライン検討会において、情報伝達訓練を実施（令和6年度）

市 情報伝達訓練の実施国県 気

出典：第13回千代川水害タイムライン検討会資料

継続
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■課題対応：Ｆ、ＡＡ
■目標時期：H28～R7

災害時・平常時におけるSNS、二次元コード等を活用した
より分かりやすい防災情報の提供

９

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 「顕著な大雨（線状降水帯）に関する情報」の提供（令和3年度）
 鳥取県防災メール・アプリの活用（令和3年度）
 令和5年台風第7号対応を踏まえ、投稿タイミングや投稿文見直しを検討（令和5年度）

「線状降水帯」による大雨の危機感をお伝えします

防災気象情報の改善 鳥取県防災メール・アプリの活用気 県

出典：第11回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP） 出典：あんしんトリピーメール・鳥取県防災アプリ「あんしんトリピーなび」（鳥取県HP）

継続



国
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■課題対応：Ｆ、Ｇ
■目標時期：H29～ 継続実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

公共施設や電柱等へ浸水深表示板の設置を検討・実施
（まるごとまちごとハザードマップ）

10

【千代川水系】
 大正地区において、設置箇所、標識面のレイアウト等を検討（平成30年度）
 美保南地区において、「まちなか浸水表示板」を設置（令和2年度）

設置箇所、内容等を検討 県 想定最大規模の浸水想定表示板を設置

自主防災会と協働し、“まちなか”に想定災害規模の浸水想定
表示板を設置（R2.9.15）

浸水深や避難所等の洪水や避難に関する情報を洪水関連標識と
して生活空間“まちなか”に表示する
＜まるまちハザードマップの目的＞
【平常時】
洪水への意識を高めるとともに、浸水深・避難場所等の周知を図る
【災害時】
安全かつ円滑な避難行動に繋げ、洪水による被害を最小限にとど
める

出典：第7回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

実施中



11

■課題対応：Ｚ
■目標時期：R2

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

千代川本川において、堤防の浸透対策、パイピング対策を実施11

【千代川水系】
 千代川本川（源太地区）において、堤防強化工事を約400mを実施（令和2年度）

堤防補強工事（ドレーン工）を実施国

出典：第8回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

完了



12

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

千代川本川上流域について、重点的に流下能力対策を推進12

■課題対応：Ｚ
■目標時期：R2～ 継続実施

【千代川水系】
 千代川本川上流域（佐貫・八日市）において、流下能力対策を実施（令和元年度）
 美成地区について対策を実施（令和2年度）

堤防補強工事（ドレーン工）を実施国
事例：八日市地区

継続
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■課題対応：Ｚ
■目標時期：H29

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

千代川本川及び袋川において、堤防天端の保護を目的とした舗装を実施13

【千代川水系】
 千代川において、「危機管理型ハード対策」を導入し、堤防の天端舗装を実施

危機管理型ハード対策の概要国

出典：第8回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

完了



14

■課題対応：Ｆ、Ｇ、Ｈ
■目標時期：H29、R2

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

避難行動、水防活動に資する情報基盤の整備14

国

【千代川水系】
 緊急速報メールのプッシュ型配信を開始（平成29年度）
 千代川水系において、危機管理型水位計を計23基設置
 千代川水系において、 CCTVを計42基設置

千代川水系の危機管理型水位計の設置緊急速報メールのプッシュ型配信

出典：第7回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

国

完了



市
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■課題対応：Ｗ
■目標時期：R1、R2 順次実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

災害時に活動拠点となる施設の
電源設備の耐水性の確保

15

【千代川水系】
 鳥取市本庁舎を建設、非常用発電施設を屋上に設置（令和元年度、令和2年度）
 鳥取県庁庁舎において、浸水対策を検討しとるべき対策について検討中（令和5年度）
 災害拠点病院において,浸水対策を実施済み（令和5年度）

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

鳥取県

実施中
鳥取市・鳥取河川

完了

鳥取市
本庁舎
の建設
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■課題対応：Ｎ、Ｏ
■目標時期：H29～ 継続実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

避難経路や水防活動の進入路となる道路、
堤防管理用通路の浸水時の動線の確保

16

【千代川水系】
 千代川左岸源太・向国安地区において、現地調査を実施（H28年度）
 決壊した場合（する前の）避難経路、水防活動別に動線を確保できるよう通路、坂路等
を検討（H30年度）

国 平成28年度に現地調査を実施

出典：第3回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

完了



【千代川水系】
 川の防災情報による水位情報の公開

17

■課題対応：Ｓ
■目標時期：H29～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

地域住民と水防団員に対する水位情報入手方法の啓発活動17

国 川の防災情報の周知

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続
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■課題対応：Ｆ、Ｇ
■目標時期：H28～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

川の防災情報や水害リスクライン等の有効性の周知18

【千代川水系】
 「水害リスクライン」により、災害の切迫感をわかりやすく伝える取組を推進
 一般向けの提供サイトの運用を開始するとともに、対象水系を中国地整管内の13水系
に拡大（対象水系：千代川、他12河川）

国 水害リスクラインを活用した洪水予測・危険度の表示

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

千代川水系

出典：水害リスクライン（https://frl.river.go.jp）

継続



気
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■課題対応：Ｆ、Ｇ、Ｑ
■目標時期：H29～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

地域住民と水防団・自主防災組織・消防署等の関係機関が連携した
水防訓練の実施

19

【千代川水系】
 鳥取県主催の水防訓練に参加（展示ブースの出展）
 鳥取市主催の災対本部運営訓練に参加（令和3年度）
 総合防災訓練にて各機関等との連携を確認（令和5年度）

水防訓練の参加 鳥取市災害対策本部運営訓練市

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

出典：第11回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続



県
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■課題対応：ＡＧ
■目標時期：H29～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

市町村長に対し助言を行う者の育成・派遣20

【千代川水系】
 県や市町の防災担当職員を対象とした研修を実施（令和3年度）
 市町村への助言を行う可能性にある県職員の研修を実施（毎年）

市町の防災担当職員を対象とした研修気 県職員の研修

ほか実績
・鳥取市長トップセミナーを実施
・水防連絡会にて確認
・指定河川洪水予報部外伝達演習を実施

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続
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■課題対応：ＡＦ
■目標時期：H28～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

河川防災担当職員を対象とした研修の実施21

【千代川水系】
 鳥取市長へのトップセミナー等を実施
 県や市町の防災担当職員を対象とした研修を実施（令和3年度）

鳥取市長トップセミナー気 市町の防災担当職員を対象とした研修（気象防災ワークショップ）

ほか実績
・水防連絡会にて確認
・指定河川洪水予報部外伝達演習を実施

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

気

継続



鳥取市災害対策本部運営訓練

22

■課題対応：Ｂ、Ｓ
■目標時期：H29～ 継続実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施22

【千代川水系】
 鳥取県主催の防災連絡会議にJETTとして職員を派遣し、気象解説を実施（令和3年度）
 鳥取市主催の災対本部運営訓練に参加（令和3年度）
 鳥取市消防団水防訓練において伝達訓練の実施（令和5年度）

台風第14号県災害警戒会議気 気

出典：第11回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続



県

23

■課題対応：Ｓ
■目標時期：継続実施

地域住民と水防団が参加した重要水防箇所等の合同点検23

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 危険箇所等における水防団との「重点監視区間」の共有化を実施

重点監視区間の点検

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続



24

■課題対応：T
■目標時期：H29～ 継続実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

各水防団、分団の受け持ち区間、巡視方法の記載・周知24

【千代川水系】
 鳥取市の各水防団、分団の受け持ち区間、巡視方法を整理、情報提供（毎年出水期
前）（鳥取市・鳥取河川国道事務所）

継続



市 国
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■課題対応：Ｕ
■目標時期：H29～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

備蓄水防資器材の情報共有、非常時の相互支援方法の確認25

【千代川水系】
 水防連絡会にて、県・市町における水防資材の状況確認を行っている。（県・市）
 水防連絡会にて情報共有、非常時の相互支援方法を確認（毎年取水期前）（鳥取河川）

千代川危機管理検討会・千代川圏域水防連絡会の開催

水防連絡会資料（抜粋）

県

出典：千代川危機管理検討会・千代川圏域水防連絡会資料（鳥取河川国道事務所提供）

継続

修正 資料１_近年の出水・国管理区域の
水防について .pdf

53ページ

R6水防連絡会.JPG

https://kengi.sharepoint.com/:b:/r/sites/H30804/DocLib1/2024/24005_%E5%8D%83%E4%BB%A3%E5%B7%9D%E5%8D%B1%E6%A9%9F%E7%AE%A1%E7%90%86%EF%BC%B2%EF%BC%95/20_%E6%B8%9B%E7%81%BD%E5%AF%BE%E7%AD%96%E5%8D%94%E8%AD%B0%E4%BC%9A%E3%81%AE%E5%8F%96%E7%B5%84%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E8%B3%87%E6%96%99%E4%BD%9C%E6%88%90/03%E6%8B%85%E5%BD%93%E8%80%85%E4%BC%9A%E8%AD%B0/%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E9%9B%86%E6%9B%B4%E6%96%B0/%E6%9B%B4%E6%96%B0%E7%94%A8%E8%B3%87%E6%96%99/%E2%91%A2/%E4%BF%AE%E6%AD%A3%E3%80%80%E8%B3%87%E6%96%99%EF%BC%91_%E8%BF%91%E5%B9%B4%E3%81%AE%E5%87%BA%E6%B0%B4%E3%83%BB%E5%9B%BD%E7%AE%A1%E7%90%86%E5%8C%BA%E5%9F%9F%E3%81%AE%E6%B0%B4%E9%98%B2%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%20.pdf?csf=1&web=1&e=2og65e
https://kengi.sharepoint.com/:b:/r/sites/H30804/DocLib1/2024/24005_%E5%8D%83%E4%BB%A3%E5%B7%9D%E5%8D%B1%E6%A9%9F%E7%AE%A1%E7%90%86%EF%BC%B2%EF%BC%95/20_%E6%B8%9B%E7%81%BD%E5%AF%BE%E7%AD%96%E5%8D%94%E8%AD%B0%E4%BC%9A%E3%81%AE%E5%8F%96%E7%B5%84%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E8%B3%87%E6%96%99%E4%BD%9C%E6%88%90/03%E6%8B%85%E5%BD%93%E8%80%85%E4%BC%9A%E8%AD%B0/%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E9%9B%86%E6%9B%B4%E6%96%B0/%E6%9B%B4%E6%96%B0%E7%94%A8%E8%B3%87%E6%96%99/%E2%91%A2/%E4%BF%AE%E6%AD%A3%E3%80%80%E8%B3%87%E6%96%99%EF%BC%91_%E8%BF%91%E5%B9%B4%E3%81%AE%E5%87%BA%E6%B0%B4%E3%83%BB%E5%9B%BD%E7%AE%A1%E7%90%86%E5%8C%BA%E5%9F%9F%E3%81%AE%E6%B0%B4%E9%98%B2%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%20.pdf?csf=1&web=1&e=2og65e
https://kengi.sharepoint.com/:i:/r/sites/H30804/DocLib1/2024/24005_%E5%8D%83%E4%BB%A3%E5%B7%9D%E5%8D%B1%E6%A9%9F%E7%AE%A1%E7%90%86%EF%BC%B2%EF%BC%95/20_%E6%B8%9B%E7%81%BD%E5%AF%BE%E7%AD%96%E5%8D%94%E8%AD%B0%E4%BC%9A%E3%81%AE%E5%8F%96%E7%B5%84%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E8%B3%87%E6%96%99%E4%BD%9C%E6%88%90/03%E6%8B%85%E5%BD%93%E8%80%85%E4%BC%9A%E8%AD%B0/%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E9%9B%86%E6%9B%B4%E6%96%B0/%E6%9B%B4%E6%96%B0%E7%94%A8%E8%B3%87%E6%96%99/%E2%91%A2/R6%E6%B0%B4%E9%98%B2%E9%80%A3%E7%B5%A1%E4%BC%9A.JPG?csf=1&web=1&e=Nckd9M


国

26

■課題対応：Ｏ、Ｖ
■目標時期：H29～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

道路管理者等による道路啓開（放置車両の撤去）に関する事項の周知26

【千代川水系】
 立ち往生車両・放置車両の移動作業手順、および器具使用方法の習得を目的とした、
実動訓練を実施（令和2年度）

雪害時の早急な道路交通の確保を行うための車両移動訓練の概要

【雪害時車両移動訓練】
・開催日時：令和2年11月11日（水）10：00～12：00
・開催場所：道の駅大栄駐車場（東伯郡北栄町由良宿地内）
・講習概要：車両移動時の移動作業手順、器具の使用方法の説明

 車両移動訓練
・参加機関：国土交通省、倉吉警察署、JAF鳥取支部

車両牽引補助 タイヤチェーン装着

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続
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■課題対応：Ｇ、Ｎ
■目標時期：H29～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

要配慮者利用施設・関係各課と連携した、情報伝達訓練や避難訓練、
講習会の計画の検討

27

【千代川水系】
 高齢者関係施設において、タイムラインの作成と職員研修会を実施（令和3年度）
 障がい者関連施設と児童関連施設において、避難訓練を実施（令和4年度）
 避難訓練の実施を支援した施設に対し、状況確認を実施（令和5年度）

職員研修会の実施

要配慮者利用施設入所施設避難行動計画（タイムライン）

・キックオフ：令和3年9月3日（金）16時～17時

⇒取組背景/避難行動タイムライン作成/施設職員研修について
・作成協議①：令和3年9月28日（火）10時～11時30分
⇒施設水害リスク/現状の避難確保計画・防災体制
・作成協議②：令和3年10月29日（金）15時～17時
⇒防災気象情報と防災行動のタイミング

 防災体制と避難行動タイムライン素案

避難訓練の実施・タイムラインの更新

訓練の様子

・対 象：障がい者関連施設、児童関連施設の4施設
・実施内容：打合せ（顔合わせ） …取組概要の説明

  防災ワークショップ …タイムライン案の確認等
  避難訓練   …タイムラインの検証、課題抽出等
  訓練後の振り返り  …意見・要望の抽出

訓練を踏まえて更新したタイムライン

国市 国市

出典：第11回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続
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■課題対応：Ｇ、Ｎ
■目標時期：H29～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

民間企業への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動28

【千代川水系】
 総合防災マップや浸水想定区域図による周知を実施

市 鳥取市総合防災マップによる浸水リスクの周知

出典：鳥取市総合防災マップ（鳥取市HP）

継続



国

29

■課題対応：Ｘ
■目標時期：H29～ 継続実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

大規模水害を想定した排水計画の作成29

【千代川水系】
 内水氾濫や二級河川からの氾濫を踏まえた、排水ポンプ車による排水計画（案）を検討

排水計画（案）

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

鳥取市・鳥取県

実施中
鳥取河川

完了
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■課題対応：Ｘ
■目標時期：H29～ 継続実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

排水を効率的に進める施設の整備30

【千代川水系】
 排水ポンプ車の洪水時配置箇所を検討（平成30年）

国 排水ポンプ車の配置箇所

水路部

安長雨水ポンプ場

古海排水機場

美穂地区農業集落排水

長谷排水樋門

河原水門

左貫第二排水樋門

左貫排水樋門

和奈見排水樋門

湯所川排水機場

東吉成ポンプ場

清水川排水機場

片山排水樋門

三谷川樋門

国英排水樋門

稲常排水樋門

ブロック名 ブロック位置 配置箇所

SL1 千代川
左岸

水路部

SL2-a 古海排水機場

SL2-b 安長雨水ポンプ場

SL3 美穂地区処理施設（農業集落排水）

SL4 長谷排水樋門

SL5 河原水門

SL6 佐貫第２排水樋門

SL7 佐貫排水樋門

SL8 和奈見排水樋門

SL9 （適地が無い）

SL10 （適地が無い）

SR1 千代川
右岸

湯所川排水機場

SR2-1 東吉成ポンプ場

SR2-2 清水川排水機場

SR3 稲常排水樋門

SR4 片山排水樋門

SR5 三谷川樋門

SR6 国英排水樋門

SR7 （適地が無い）

SR8 （適地が無い）

完了
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■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

排水施設等の耐水化の検討31

■課題対応：Ｗ
■目標時期：H29～ 継続実施

【千代川水系】
 湯所川排水機場について、耐水化工事を実施（R２年度）
 既存下水道施設耐水化計画策定（R３年度）

鳥取河川

完了
鳥取市(河川係）

継続
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■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

排水ポンプ車出動要請の体制整備32

■課題対応：Ｘ
■目標時期：H29～ 継続実施

【千代川水系】
 水防連絡会において、排水ポンプ車・災害対策車の出動フローを確認

市 国 千代川危機管理検討会・千代川圏域水防連絡会において確認県

出典：千代川危機管理検討会・千代川圏域水防連絡会資料（鳥取河川国道事務所提供）

継続

出典：鳥取河川国道事務所提供資料
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■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

排水ポンプ車による排水訓練の実施33

■課題対応：Ｘ
■目標時期：継続実施

県

【千代川水系】
 出水対応に備えて「排水ポンプ車講習会」を実施（毎年）

排水ポンプ車講習会の概要

・日時：令和2年6月9日（火）9：30～、13：30～
・場所：塩見川（鳥取市福部町細川）
・対象者：鳥取県土職員 約26名
・講習概要：技術員による排水ポンプ車操作説明、実操作訓練を実施

操作説明状況 実施訓練状況

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続



34

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

排水施設の操作・運用規則の作成34

■課題対応：Ｙ
■目標時期：H29～ 継続実施

【全国事例】
 広島県において、操作要領に基づく排水施設の効率的・効果的な運用を実施

瀬戸川流域（福川）における操作要領に基づく運用

出典：瀬戸川流域における治水対策について～報告書～（広島県HP）

継続



35

排水施設の操作説明会の実施35

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

■課題対応：Ｙ
■目標時期：継続実施

市

【千代川水系】
 樋門設備ならびに操作方法、現況水位の確認方法に関する説明会を実施（令和2年度）
 操作説明会は国・県管理樋門それぞれで実施

樋門操作説明会の概要

【国土交通省管理樋門操作説明会 開催概要】
・開催日時：令和2年6月6日（土）、7日（日）10：00～11：00、13：30～14：30（計4回）
・開催場所：江津第2排水樋門、河原排水樋門

【鳥取県管理樋門操作説明会 開催概要】
・開催日時：令和2年8月6日（木）、7日（金）14：00～15：00（計2回）
・開催場所：吉成1号樋門、勝見樋門

＜内容＞
① 樋門設備の重要性、施設概要、点検方法、現況水位と出動水位の確認方法に

ついて学習した
② 施設を見学し、設備の使用方法を学習し、操作実習を行った
③ 各自担当している樋門操作について、課題や気づきを挙げた

■挙げられた課題・気づき（例）
• 修繕等を依頼している箇所は、早急に対応してほしい
• 夜間、逆流しているか、わかりやすくできないか
• 樋門によって操作方法が異なるため、樋門のタイプごとの研修をしてほしい
• 点検項目（部材）がどこに該当するのか、参考図をつけてほしい

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続
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■課題対応：ＡＤ、ＡＥ
■目標時期：継続実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

小中学校等と連携した水害（防災）教育の拡充36

【千代川水系】
 鳥取県・気象台が中心となり、防災教育を実施

県 学校防災教育気

出典：第11回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続

出典：第13回 千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会資料
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防災学習の指導内容に合わせた教材等の作成37

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

■課題対応：ＡＤ、ＡＥ
■目標時期：継続実施

【千代川水系】
 気象庁eラーニング教材「大雨の時にどう逃げる」を作成
 小中学校や出前講座等の防災教育の要望先と調整しながら講座を実施

県 気象庁e-ラーニング教材・講座実施気

出典：大雨の時にどう逃げる（気象庁HP）

継続
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学校教育関係者向け研修や講座等学習の場への参加38

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

■課題対応：ＡＤ、ＡＥ
■目標時期：継続実施

【千代川水系】
 学校教育関係者に対する防災研修会の実施

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

県 小学校における防災教育の実施気

継続

国 令和6年9月4日
（久松小学校）

令和6年11月5日
（富桑小学校）



県
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■課題対応：Ｆ、Ｇ
■目標時期：継続実施

地域住民等を対象としたマイ・タイムライン作成出前講座の実施39

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 出前講座を実施（令和3年度）
 鳥取市マイ・タイムラインを活用したワークショップを開催（令和3年度）
 防災アプリにマイ・タイムライン作成のための予算措置（令和6年度）

地域住民を対象とした出前講座 鳥取市マイ・タイムラインを活用したワークショップの開催

・開催日時 令和3年11月14日（日）9時30分～11時00分
・開催場所 鳥取市立大正小学校体育館
・受講者数 42名

ワークショップの様子

千代川流域治水プロジェクト 鳥取市職員

気 国

令和2年度の実績（第9回協議会資料）
・美保南地区（R2.7.25）
・松保地区（R2.9.18）
・就労支援事務所（R2.10.21）
・矢原地区（R2.11.6）

出典：第9回・第11回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続



講座資料 鳥取市の防災に関する実施体制の活用

① 防災コーディネーター

② 防災指導員

④ 住民（自主防災会）

防災指導員研修会

③ 防災リーダー ③ 防災リーダー ③ 防災リーダー

防災リーダー養成研修会

② 防災指導員

防災教育・防災学習

防災指導員研修会、防災リーダー養成研修会等で教材（講座資料）を周知し、
各地区で防災に関する取組の推進を図る。

住民一人一人のマイ・タイムラインの作成促進に向けて、講座資料を作成。
あわせてワークショップのひな型を作成し、地区の防災リーダー等を支援。

40

■課題対応：Ｆ、Ｇ
■目標時期：H29～ 継続実施

地域の特性に合わせた教材等の作成40

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 出前講座を実施（令和3年度）
 鳥取市の防災に関する実施体制、既存コンテンツを活用したマイ・タイムライン作成の
普及啓発に向けた講座資料（その他防災関連資料も含む）を作成（令和4年度）

講座資料の作成国市

継続
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■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

フラップ化等の無動力化を優先的に整備する対象施設を抽出し、
順次整備を実施

41

■課題対応：Ｚ
■目標時期：R1～ 順次実施

国

【千代川水系】
 千代川下流維持工事を実施し、フラップゲートに改良

千代川下流維持工事の施工概要

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

実施中



42

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

津波浸水リスクの高い地域等において、水門等の自動化・遠隔操作化を
優先的に整備する対象施設を抽出し、順次整備を実施

42

■課題対応：Ｚ
■目標時期：H30～ 順次実施

【千代川水系】
 津波浸水リスクの高い地域等において、水門等の自動化・遠隔操作化を優先的に整備
する対象施設を抽出し、順次整備を実施（令和2年度以降）

実施中



【千代川水系】
 TEC-FORCEは、大規模な自然災害等に際して、被災自治体が行う被災状況の迅速な
把握、被害の拡大や二次被害の防止、被災地の早期復旧等に対する技術的な支援を
円滑に実施

 令和5年台風第7号時に、照明車等による支援活動を実施（令和5年度）

43

■課題対応：Ｓ
■目標時期：順次実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

災害発生時に被災状況やTEC-FORCE等による支援活動を情報提供し、
地方公共団体間の相互支援を促し、災害対応力の向上を図る

43

国 TEC-FORCEの派遣実績

出典：中国地方整備局HP

継続
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■課題対応：全項目
■目標時期：R3

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

ダム下流部の浸水想定区域図を作成・公表44

県

【千代川水系】
 ５箇所の県管理のダム下流部における浸水想定図を作成（令和3年度）

ダム下流部における浸水想定図（例：百谷ダム）

出典：ダム下流部における浸水想定図（鳥取県HP）

完了

国 ダム下流部における浸水想定図（殿ダム）

出典：《お知らせ》ダム下流浸水想定図（想定最大規模）について（鳥取河川国道事務所HP）



45

■課題対応：Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｑ
■目標時期：H28～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

共助の仕組みの強化（防災と福祉の連携）45

【千代川水系】
 支え愛マップづくりインストラクター養成研修（令和3年度～）
 民生児童委員協議会、社会福祉協議会等との連携（令和3年度）

支え愛マップ完成支え愛マップ作成状況

取組状況

地域住民を対象とした出前講座

①支え愛マップづくりインストラクター養成研修
【対象者】
市町村社会福祉協議会職員、市町村職員
【内  容】
市町村及び社協職員等を対象とした研修会を実施し、マップづくり
の意義やノウハウを学び、各地区においてマップづくりを広めること
で災害に強い地域づくりを推進する。

民生児童委員協議会、社会福祉協議会等との連携

■民生児童委員協議会
・内 容 災害時の備え方・民生児童委員の役割
・日 時 令和３年１２月１８日
・場 所 河原町コミュニティセンター
・参加者  鳥取市南ブロック民生児童委員

■社会福祉協議会
・内 容 ろうあ者防災講座
・日 時 令和３年１１月１４日
・場 所 さわやか会館
・参加者  市内在住ろうあ者

■男女共同参画の視点から見る防災セミナー（３回企画）
・内容
第１回 家庭の防災力を高めよう～知って得する災害時の備え～
第２回 地域の防災力を高めよう～女性目線が避難所運営のカギ～
第３回 要配慮者避難と災害時の対応
・参加者
鳥取市内、近隣のまち圏域在住住民

民生児童委員協議会研修会

県 市

出典：第11回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続
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■課題対応：Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉ
■目標時期：定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

防災施設の機能に関する情報提供の充実46

【千代川水系】
 鳥取河川国道事務所管内の防災施設の機能について、平成30年7月豪雨の被害状況
から河道掘削やダムの効果を推定し、協議会等で報告（平成30年度）

 鳥取河川国道事務所管内の防災施設の機能について、令和5年台風7号の被害状況か
ら河道掘削やダムの効果を推定し、協議会等で報告（令和5年度）

国 平成30年7月豪雨での効果 令和5年台風8号での効果国

出典：第6回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続

出典：第13回 千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会資料
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■課題対応：Ｃ
■目標時期：H31～

ダム放流情報を活用した避難体系の確立47

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

【千代川水系】
 千代川危機管理検討会・千代川圏域水防連絡会において、ダムの情報提供体制等に
ついて周知

国 千代川水系における事前放流の取組

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続



市
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■課題対応：Ａ、Ｂ
■目標時期：R3～R7

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

出水期前にホットラインの構築状況、タイミングを確認48

【千代川水系】
 千代川タイムライン検討会において、防災行動のタイミング等を確認

県 ホットラインのタイミング等の確認国

(省略)

出典：第10回千代川水害タイムライン検討会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続
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■課題対応：－
■目標時期：R3～R7

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

想定最大規模降雨に係る内水浸水想定区域図の作成・公表49

【千代川水系】
 鳥取市（鳥取・河原・青谷地域）の内水浸水想定区域図を公表（令和5年3月）
 鳥取地域（東大路地区）の内水浸水想定区域図を公表（令和6年3月）

鳥取市の内水浸水想定区域図市

出典：内水浸水想定区域図（鳥取市HP）

区域1：鳥取地域
区域2：河原地域
区域3：青谷地域

実施中
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■課題対応：－
■目標時期：R3～R7

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

想定最大規模降雨に係る内水浸水想定区域図に基づく
内水ハザードマップの作成・公表

50

【全国事例】
 倉吉市（上灘、成徳、明倫地区）において、内水浸水想定区域図を公表

鳥取県倉吉市（上灘、成徳、明倫地区）の内水ハザードマップ

出典：内水ハザードマップ（倉吉市HP）

実施中
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■課題対応：－
■目標時期：R3～R7

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

浸水実績等の周知51

【千代川水系】
 水害統計により報告（鳥取市）
 千代川の主な洪水被害を事務所HPで公表（鳥取河川国道事務所）
【全国事例】
 大和川水系において、過去の浸水実績図を公表。

大和川流域の浸水実績図（奈良県王寺町）

出典：大和川流域浸水実績図（大和川河川事務所HP）

実施中

国 過去の浸水実績の公表

出典：鳥取河川国道事務所HP
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■課題対応：Ｆ、Ｇ、Ｑ
■目標時期：R3～ 定期的に実施

■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

避難訓練への地域住民の参加促進52

【千代川水系】
 地区防災講習会及び避難所開設訓練の実施（令和3年度）
 自主防災活動への助成（令和3年度）
 避難訓練参加促進に資する広報の実施（令和3年度）

地区防災講習会等

地区避難所開設運営訓練

１ 日   時：令和３年１０月１０日
２ 場   所：遷喬小学校
３ 参加者：遷喬地区住民
４ 内   容：コロナ禍における避難所運営

１ 日   時：令和３年９月４日
２ 場   所：倉田体育館
３ 参加者：倉田地区住民
４ 内   容：避難所設営、運営訓練

わがまち防災支援補助金制度

１ 目的
新型コロナウイルス対策を踏まえた間仕切りやテントなど、避難所運
営のための防災資機材等購入費を補助することにより、地域の防災力
強化・避難所の充実を図る。

２ 期間 令和３年度～４年度

３ 補助対象 地区自主防災会連絡協議会（61地区）

４ 対象経費 防災資機材・避難所備品の整備費

５ 補助率 10割

６ 上限額 20万円～165万円（世帯数に応じて上限設定）

７ 避難所開設時や訓練等に必要な物品の整備の一例

段ボールベッド 発電機 寝袋

市

出典：第11回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

継続
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■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

災害拠点病院等の施設管理者への情報伝達の充実53

■課題対応：Ｐ、Ｑ、Ｒ
■目標時期：R3～

【千代川水系】
 災害拠点病院等の施設管理者への迅速・確実な情報伝達を目指し、以下の対応等を
充実する。

例①：施設管理者や一般人に迅速・確実に情報伝達が可能となる防災情報システムの構築
例②：災害拠点病院に防災無線を配備
例③：Twitter等によるSNS上の公式アカウントの積極的な活用

例①：防災情報システムのイメージ 例②：防災無線（IP無線機）

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

完了
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■対象機関（赤字）
鳥取市・鳥取県・鳥取地方気象台・中国地整

排水作業準備計画に基づいたシミュレーション（机上訓練、実地訓練等）
の実施

54

■課題対応：Ｘ
■目標時期：R3～R7

【千代川水系】
 排水ポンプ車による排水作業準備計画（案）を策定
 訓練では、排水ポンプ車や照明車等の運転経路の検討や配置訓練および操作訓練を
行い、迅速な排水に準備

排水作業準備計画（案）の作成 排水訓練の実施（イメージ）

出典：第9回協議会資料（鳥取河川国道事務所HP）

国

継続
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